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結果の概要 １ 

○正答数度数分布（横軸：生徒ごとの正答した設問の数、縦軸：生徒数の割合） 

○国語科平均正答率 

※今年度は、「話す・聞く能力」に関わる問題を出題していないため。 

※ 



結果の概要 ２ 

○設問ごとの状況 

漢字の読みは得意だが、書く
ことに課題が・・・ 

これまでの全国調査問題との
経年比較問題において、改善
が見られました！！ 

引き続き、自分の考えを書くこ
とに課題が見られました。無
解答率も高くなっています。 

授業の中で、自分の考えを書
くことの指導や、限られた時
間・条件の下で表現すること
の指導が大切です。 



結果の概要 

○基礎的・基本的な知識・技能を問う問題のうち、漢字の読みや
文法等に成果が見られる。 

○全国調査結果で課題の見られた「目的に応じ、必要となる事柄
を整理して簡潔に書く」「インタビューメモの書き方の工夫」につい
ての設問において、改善が見られる。 

成 果 

 

○ 基礎的・基本的な知識・技能を問う問題のうち、漢字の書きに

ついて確実な定着が図れていない。一文を二文に分けて書く設
問においては、依然として課題が見られるが、主語を明確にして
記述している生徒の割合は増えている。 

○パンフレットや物語の設問において、正答率が低く、無解答率
が高い傾向が見られる。その要因としては、限られた時間の中で、
複数の記事の入ったパンフレットや一定の長さの物語文を読み解
くことに課題があると考えられる。 

課 題 

３ 



調査結果を活用した授業改善のポイント 

①課題の見られた調査問題の設定状況や内容から、どのよう 

 な力が問われているかを読み解く。 

 

②問題の趣旨、正答の条件から、日々の授業の評価規準を明 

 確にする。 

 

③解答類型から、児童生徒の実態を把握する。 

 

④生徒質問紙から、授業を検証する。 

 

⑤中学校区で授業改善に取り組む。 

４ 



 

国
語
の
問
題 

３ 

２ ①調査問題を読み解く 

小学校学習指導要領 国語編 平成２０年８月 
P88  第5・6学年の内容 
「Ｃ読むこと」 
 （２）①イ 効果的な読み方に関する指導事項 
   〈略〉・・・「効果的な読み方」には、比べ読みのほか、速読、本や文章全体を概観しながら拾い読み 
  する摘読、〈略〉・・・等がある。このような多様な読み方の中から、目的に応じて、効果的な読み方を 
  選択し、活用することが重要である。 

全体を概観しなが
ら、それぞれの記
事の内容と構成を
読み取る力が問わ
れているんですね。 

５ 
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題 

３ 

正答率   
 ４７．９    
無解答率 
 １６．２ 

   ②問題の趣旨、正答の条件から、日々の授業 
    の評価規準を明確にする 
６ 



◆正答例 

（今回お送りするパンフレットその１は、）  

わたしたちの県について、主な内容を「岡山県ってこんなところ」で紹介し、おいしい食
べ物や岡山の言葉をのせています。関心を引く記事はありましたか。岡山県について、
興味を持ってもらえればと思います。来月には、「行ってみよう、やってみよう」と題して、
レジャーや体験について特集します。（１３９字）  

◆出題のねらい 

 観光パンフレットにおいて、複数の記事を結びつけながら読み取ったことを
もとに、目的に応じて適切な文章を書くことができるかどうかをみる問題 

   ②問題の趣旨、正答の条件から、日々の授業    
    の評価規準を明確にする 

条件①「パンフレットその１」の構成や記事の特徴について、以下のa,b,cのいずれかの内容を  

    書いている。 

      a：岡山県について知ってもらえる構成にしている。 

      b：岡山県の概要を説明している。 

      c：岡山県の観光地を紹介している。 

条件②〈パンフレットその１～３の主な内容〉をふまえ、「パンフレットその２」の内容について「パ 

    ンフレットその２では、体験プログラムを紹介する」という内容を書いている。 

条件③１００字以上、１４０字以内で書いている。 

７ 



③解答類型から、生徒の実態を把握する 

解答類型 正誤 反応率 

１ 条件①②③を満たしているもの ◎（正答） ３６.１ 
 

２ 条件②③を満たし、条件①を部分的に満たしている ○（準正答） １１.８ 

３ 条件①②を満たしているが、条件③を満たしていない × ０．６ 

４ 条件①③は満たしているが、条件②を満たしていない × １３.４ 

５ 条件②③は満たしているが、条件①を満たしていない × ０.５ 

６ 条件①は満たしているが、条件②③を満たしていない × ４.２ 

７ 条件②は満たしているが、条件①③を満たしていない × ０.３ 

９ 上記以外の解答 × １６.８ 

０ 無解答 × １６.２ 

条件①「パンフレットその１」の構成や記事の特徴について、以下のa,b,cのいずれかの内容を  

    書いている。a：岡山県について知ってもらえる構成にしている。b：岡山県の概要を説明 

    している。c：岡山県の観光地を紹介している。 

条件②〈パンフレットその１～３の主な内容〉をふまえ、「パンフレットその２」の内容について「パ 

    ンフレットその２では、体験プログラムを紹介する」という内容を書いている。 

条件③１００字以上、１４０字以内で書いている。 

８ 



11 

解答類型２の解答とは、どのような解答でしょうか？ 

記事の部分的な内容は記述できていますが、構成や記
事の特徴をとらえての記述としては不十分なのですね。 

（今回お送りするパンフレットその1は） 

岡山はどんなところかということで岡山の言葉、観光客ラ
ンキング、果物王国岡山等を紹介します。関心を引く記事
はありましたか。岡山県について、興味を持ってもらえれ
ばと思います。来月には、「行ってみよう、やってみよう」と
題して、レジャーや体験について特集します。 

③解答類型から、生徒の実態を把握する ９ 



12 

解答類型４の解答とは、どのような解答でしょうか？ 

パンフレットの中にある〈パンフレットその１～３の主な内
容〉から必要な情報を読み取り、他の記事とつないで記
述することができないのですね。 

（今回お送りするパンフレットその1は） 

わたしたちの県について、主な内容を「岡山県ってこんなと
ころ」で紹介し、おいしい食べ物や岡山の言葉をのせていま
す。関心を引く記事はありましたか。岡山県について、興味
を持ってもらえればと思います。来月には、「行ってみよう、
やってみよう」と題して、岡山の観光地についてお知らせし
ます。 

 

③解答類型から、生徒の実態を把握する 10 



13 

無解答率が１６．２％と高いのですが、生徒は、なぜ記述しな
かったのでしょうか？ 

「書けなかった」生徒もいれば「書かなかった」生徒もいるのではないで
しょうか？ 

生徒質問紙では、５２．１％の生徒が「解答時間は十分でしたか」という
質問に「足りなかった」「どちらかといえば足りなかった」と回答していま
す。これは、「書こうとしたけど書けなかった」と考えることもできます。 

③解答類型から、生徒の実態を把握する 

 
 
生徒質問紙（５９）  
 調査問題の解答時間は十分でしたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

D層

C層

B層

A層 1

2

3

4

無回答

11 

52.1 

学力層別に見ると、Ｄ層よりもＡ層の方が「やや足り
なかった」「全く足りなかった」と回答している生徒の
割合が高くなっています。 

0.1     
13.5     0.1     B層 19.2     23.6     43.6     

C層 22.0     24.7     40.1     13.0     

0.1     24.9     43.4     

無回答ちょうどよかった やや足りなかった 全く足りなかった

A層 21.2     10.4     

時間があまった

1 2 3 4

D層 25.9     29.0     31.8     12.9     0.4     

ちょうどよかった 全く足りなかった

4

39.7    22.1    25.6    12.4    

時間があまった

1 2 3
やや足りなかった

0.2    

無回答



④生徒質問紙から、授業を検証する 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

難しいと思う どちらかといえば、
難しいと思う

どちらかといえば、
難しいと思わない

難しいと思わない

74.1 

4教科平均正答率 岡山県全体で７４．１％の生徒が「難し
い」「どちらかといえば難しい」と回答して
います。 

学力層別に見ると、Ｄ層の生徒の半数が
「難しい」と回答しています。 

一方、８９．７％の生徒が「授業の中で自
分の考えをもつ時間があった」と回答し
ているのですが・・・。 

授業の中で、自分の考えを書く活動を取
り入れ、ていねいに指導することが必要
です。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

D層

C層

B層

A層 1

2

3

4

無回答

生徒質問紙（２９）  
 学校の授業などで、自分の考えをほかの人に説明したり、文章に書いたりするのは難しいですか。 

12 

3.8     0.2     

C層 39.7     
D層 50.3     34.1     11.7     

39.9     16.0     4.3     0.0     

B層 31.8     39.9     20.7     7.4     0.1     

どちらかといえば、

難しいと思わない

難しいと思わない 無回答

A層 22.8     37.8     27.1     12.3     0.0     

1 2 3 4
難しいと思う どちらかといえば、

難しいと思う



系統性を踏まえた授業づくり～学年間／小・中の接続～ 

学年の発達段階・学習の系統性を踏まえた授業づくりを 

１３ ⑤中学校区で授業改善に取り組む 13 

「書くこと」の力がずっと
課題だけど、どんなとこ
ろでつまずいているのか
しら？ 

この問題で問われてい
る力を付けるためには、
どんな指導が必要なの
だろう？ 

この問題は、中学
校の指導内容と、ど
うつながっているの
かしら？ 

調査問題、調査結果を持
ち寄り、今後の国語科学
習指導の在り方の検討を 



小学校の教科書では、 
学校図書５年 
「分かりやすくしょうかいしよう」 
光村図書６年 
「町のよさを伝えるパンフレットをつくろう」 
の学習と関連しています。 

系統性を踏まえた授業づくり～学年間／小・中の接続～ 

⑤中学校区で授業改善に取り組む 14 

①
目的に応じて文章を読み取り、文章全体の構成を考えることがで
きる。

読 45.0 0.9

② 目的に応じた文章の内容を考えることができる。 書 43.4 10.9

③
目的に応じて文章を読み取り、文章の内容を踏まえた図表等の資
料を考えることができる。

読 63.4 1.7

(2) 目的に応じ、必要となる事柄を整理して簡潔に書くことができる。 書 46.5 4.6

(3) インタビューメモの書き方の工夫をとらえることができる。 書 63.0 1.6

(4)
複数の記事を結びつけながら読み、目的に応じて適切な文章を記
述することができる。

書 47.9 16.2

3

(1)

43.3

◎
40.0

◎
56.4

◎
51.0

中学校の教科書では 
三省堂1年 
「学校案内リーフレットをつくろう」 
光村図書 
「調べたことを報告しよう」 
の学習につながります。 


